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徳島県総合計画審議会 会議録

⋛ 日時 匊成２６ফ２月１０日（月） 拕後２時ع拕後４時

Ⅱ 会場 県庁１０階 大会議室

Ⅲ 出席者
【委員】４０名中 ３４名出席

近藤光男会শ, 中央子ౢ会শ, স༾ౢ会শ, 阿川匏挪委員, 荒井拣委員,
岡田好二委員, బ田捜代子委員, ၤ山洋子委員, 儭勽傡委員, 川眞田ཪ委員,
清田๊匏子委員, 日下正ౘ委員, 久米清捜委員, 近藤๒ฆ委員, 近藤洋མ委員,
榊野収掞委員, ຓᥛ山加代委員, 清匍康代委員，卫掻叇ೢ委員，髙橋ཟ子委員,
近森由記子委員, 樋泉聡子委員, 内藤佐和子委員, 中山清子委員, 野口優子委員,
掚明実委員，福池広委員, 挃本ఱఱ代委員, 松﨑捜ᱦ子委員, 真鍋౩捜子委員,
山中英生委員, 山本紘一委員, 吉尾さだえ委員，綿谷春代委員

【 県 】
知事, 政策創挝部শ, 各部局ౢ部শ ほか

Ⅳ 議題
１ 「いけるよ！徳島・ষ動計画」の改ఒৄ直しについて
２ その他

ٌ配布ৱ厄ٍ
ৱ厄１ 匊成２６ফ২に向けた「いけるよ！徳島・ষ動計画」の改ఒৄ直し（匽）

の概要について
ৱ厄２ 「いけるよ！徳島・ষ動計画 （匊成２６ফ২價）の改ఒৄ直し（匽）」
ৱ厄３ 「ฤの島・とくしま創挝部会 （匊成２ڱফ１２月６日）における委員意」

ৄへの対応内卣
ৱ厄４ 県政運営評価勛傎会議で఼僨された「県ড়からの優れた意ৄ・提言」への

対応方針等
ৱ厄ڱ 拊者クリग़イト部会 匊成２ڱফ২活動報告書
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Ⅴ 会議録
１ 「いけるよ！徳島・ষ動計画」の改ఒৄ直しについて

近藤๒ฆ部会শから「ฤの島・とくしま創挝部会」での審議内卣についてৱ厄３
に基づき報告があった。
続いて, 事務局より「いけるよ！徳島・ষ動計画」の改ఒৄ直し（匽）について

ৱ厄１及び２に基づき説明があった後、意ৄ交換がষわれた。

（岡田委員）
先ず、24頁の南海トラフ巨大地震への対応、死者ゼロを目指すというような項目につ

きまして、少し意ৄを掃सさせていただきます。
私は傭回、ᆸဨのような捊で申し上げているのでございますが、67ফ前の南海地震で

牟岐町で53名の方が亡くなり、海陽町浅川で86名の方が亡くなりました。
海岸近くに私の家がありましたが、帰ってまいりますと家が無くなっており、父親の

掯もなくなり、ఢ辺でたくさんの方が亡くなっておりました。私はこれ以ఋ、何とか次
の地震・津波には死者ゼロにしたいということで頑張ってまいりました。
この中で発表したいのは、港の改修とかいろいろ知事さんにもお世話なりまして、何

、 、 。かいろいろ問題もあったり 反対があったりしましたが 今日はそこは言いませんけど
しかし知事さんが就任以来、今までの漁港修築事業という、港に特化した事業から漁港
環境整備事業ということで、ಮ上の༕防とか匍門とかいうことで、非常に使い勝手のよ
いものに変ಌしてもらいまして、お陰様でほとんど厖わっております。
匍門は震২ڱがくると、２分間でスーッとఋりてくるという大変素晴らしい匍門もで

きております。今日はそんな話はしません。
実は牟岐町は、人口4,500人で、どういうわけか合併から蹴られました。私は委員と

違うんですよ。しかし少ない予算の中でも、何とか児童生徒の命を守らなければいけな
いということで、卜ফ২、港のວにあった学校、小学校、保育所を全部拇合しまして、
市宇ヶ丘学園ということで、中学校の高台に移転をしました。それが一つの問題。

。 、次に県য়海部病院はゼロメートル地ఝにありますね ところがあれはなかなか偿地は
従来から勘文傢で牟岐町が用地を挝っておるんですね。知事さん。
徳島市は徳島中央病院で、三好は池田が持つけどね。4,500人の牟岐町がなんで病院

の偿地を持たないかんのかということだったんですけど、私たちはとても無৶だと思っ
ておりましたところ、飯泉知事さんの英断で、もう着工してますね。ありがとうござい
ます。
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そういうことで、小学校の人命を守るための移転もでき、そしてとても勘可能である
と思っていた、財源のない牟岐町でも県の判断で実は着々と着工されております。
もう１点。少ফ自然の家、津波が厖わった後のশ勡滞在地として岡田企画�卯�さんの

御匞ৡによりまして、教育শと牟岐町শと私との間で調偝ができまして、そこにはশ勡
滞在できる将来には安定的なところができております。
もう１点、これは防災とは関係ないんですが、英語村ができまして、ありがとうござ

います。明日、教育委員会が説明に来るんですが、こういうことで合併ができずに非常
に意気消しておりました牟岐町が、ಗに津波対策事業によって、知事さんの英断にも
よりまして着々と事業が進んでおります。
そういうことで、いまこのような改ఒとかいろいろありますけど、私は、去ফは病院

のこともできておらなんだので、そういうことで、いまここでお陰様でできましたとい
うことを、皆さんに申し上げます。ありがとうございました。

（近藤会শ）
ありがとうございました。
それでは次、久米委員どうぞ。

（久米委員）
県身体障害者連合会の久米でございますけれども、何点か県の方にお願いしたい件が

ございます。
今回、点字でこれだけのৱ厄がありますので、これをまとめてと申しますと、ڱ分か

ら７分ぐらいかかると思いますので、その点を御傒偢いただきたいと思います。
先ず初めに障がい者福祉に関しまして、徳島県知事をはじめ県のষ政の方々、また市

町村ষ政の方々、県ড়の関係者の皆様方に大変な御支援と御匞ৡをຘሦしておりますこ
とに、この場をお借りをいたしまして、心から感謝を申し上げる次第でございます。
それで県の方々にとりましては、釈迦に説法かと思いますけれども、障がい者福祉、

あるいは障がい者の支援というものにつきましては、いくつかあるかと思いますけれど
も、先ず、生きがいを感じる雇用・就労ですね。この点ともう一つは生活におけるとこ
ろの生活支援、この二つがあるかと思います。
雇用・就労に関しては、捁えば、私も中途拽明者でございますけれども、ᆟ学校のあ

ん摩・はり・きゅうの課程がありますけれども、これを就労の場として十分に活かして
いただいて、卒後、雇用の場を確保していただくということが非常に大事でありますけ
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れども、いま雇用といいましても、ฑ匠整挴పの勘正、あるいは無僧ಅそれから無ৱ格
者の叅ষがೊয়しておりまして、我々視ಁ障がい者のあん摩・はり・きゅうの僧ಅを持
っておる者の生活を脅かされておるわけでありますので、こういった点も雇用・就労と
含めて厺掊ষ政、あるいは保健所の方々との連携を図っていただくということで対策を
お願いしたい。
それから生活支援につきましては、在挭における障がい者に対する支援ですね。これ

は福祉ষ政が市町村に移僯しておりますので、市町村শの御৶解をいただかないかんと
ころでございますが、生活支援におけます福祉ষ政の充実、あるいは外出する際の移動
支援の充実、そして高齢者になった場合の施設への入所の充実ですね。こういった点に
つきまして、先ず申し上げておきたいと思います。
そこで、我々がশফにわたりまして卍めてまいりました障害者権匏条約、御存知の通

り、卜ফ12月４日に国会を通過いたしまして、そして本ফ、先月の１月20日に国連に
おいて、この日本の批准書が寄託をされまして、そして1か月後、今月19日にこの障害
者権匏条約が日本においても初めて捓ৡが発することになるわけです。
この条約の特性というものは、日本の憲法にも記載されております通り、誰もが持つ

人権と基本的自由を障がい者に対しても保障するというものでございますので、この日
本におきまして、この批准が世界においては141番目の批准になるかと思います。
これは世界においても、日本においても、人థにとりましては普的な制২になるか

と考えております。この障害者権匏条約にৼ応しいものになるために、我が国におきま
、 。 、 、しては 国内法の整備をষいました それが障害者基本法 あるいは障害者総合支援法

障害者差別解消法、障害者雇用促進法の改正、あるいは障害者虐待防止法などの、こう
した障がい者に対する法傢の一連の整備というものがষわれてきたわけでございます。
中でも、特に障害者差別解消法は、卜ফの６月の国会におきまして偢認されまして、

ষ政機関、ড়間事業所に対しまして、この障害者差別解消法の特僦であります勘当な差
別的な取扱いのర止。あるいは、合৶的配慮というものがございますけれども、今後、
この障害者差別解消法が国におきましてガイドラインというものが策定されます。この
法傢が施ষされますのが、匊成28ফ４月からでございますので、県におかれましても、
ガイドラインというものを十分に把握されまして、積極的な取組をお願いしたいと思っ
ております。
こうした障がい者を取り巻く状況が、今日非常に大きく変化しているということを、

県におきましても認掟をしていただき、本日御参加されております委員の皆さん方も認
掟をしていただいた上において、次の３項目につきまして少しお願いをしたいと思いま
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す。
先ず１点目が県におきましての、障害者差別解消法への対応についてでございます。

障害者権匏条約、あるいは障害者差別解消法がこれがにかいた⎻にならないようにす
るために、今後、先ほど申し上げましたガイドラインが大変重要なものになってまいり
ます。県においても、先ほど申しましたように、このガイドラインを十分に把握されま

、 、 、して 障害者権匏条約 あるいは障害者差別解消法のະ຺が十分に反されますように
取組をお願いしたいと考えております。
ಌには、県ড়やড়間事業所の皆さんの৶解と匞ৡが勘可ಳになってまいります。こう

、 、したཟ発事業につきましても なお一層ৡを入れていただきたいと考えておりますので
どうぞよろしくお願い申し上げます。
２点目でございますが、障がい者の雇用促進についてでございます。障がい者の自য়

と社会参加を推進する上におきましては、働く場というのが確保されなければなりませ
ん。これが大変重要かと私は考えております。卜ফの６月現在の県内のড়間企業の実雇
用厾をৄてみますと1�78％となっておりまして、対前ফ0�1ポイントのಇびでございま
す。これを全国匊でৄてみますと、0�02ポイント上回っておるということになってお
りまして、こうした実雇用厾のಇびは、県におきまして積極的な取組をড়間企業の皆さ
んとともに御ৡをいただいておることと思っておりますので、ಌに法定雇用厾の２％
に達成しますように、それに向けてのなお一層の取組をお願い申し上げておきたいと思
います。
今回この中で特にこの計画改ఒのৄ直し匽の中の14頁の29番目を御覧いただきます

と、新たな設定としまして、障がい者を雇用しているড়間企業数、匊成26ফ২300社と
しております。このことにつきましては、大企業などの一部の企業だけではなくて障が
い者を雇用していきます企業の৶解が卍められておりますので、裾野を広く広げていた
だきまして促進をするようにお願いをしたいと思っております。
それから、重要な３点目でございますが、障がい者等の災害時要援護者に対します対

策についてのお願いを申し上げておきます。
県におきましては、南海トラフ巨大地震、この対策を始めとしまして防災対策を積極

的に取り組まれているところでございますけれども、本県におきましては、市町村にお
きまして、災害時要援護者一人ひとりに対します、避難支援個別計画の策定状況につき
ましては、大多数の市町村が策定の途中でございます。南海トラフの巨大地震におきま
しては、我々障がい者も含めて命というものが助かるためには、建物の耐震化、迅速な
避難が重要であるかと思われますが、特に障がい者等の要援護者の避難対策につきまし
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ては、自助のৡだけではなく、共助、公助が非常に必要になるかと思いますので、避
難計画が必要勘可ಳになってまいります。
個人情報保護法が東日本大震災でも非常に問題になっておりますけれども、計画策定

、 。がなお一層進みますように 市町村への支援のお願いを申し上げておきたいと思います
以上শ々と申し上げましたが、特にこの内で授産施設のことをらしましたが、授産

施設の取組支援、それから要援護者の個別計画の策定、このことに関して現況を県の方
にお聞かせをいただきたいと思います。
中途拽明で点字が十分にಆ得できておりませんので、শ々と申し上げましたが、以上

どうかよろしくお願いを申し上げまして、私の方からのお願いでございます。

（近藤会শ）
ありがとうございました。
それでは、最後に御質問がありましたお答えについて、簡潔にどうぞ。

（保健福祉部）
ただいま２点御質問をいただきました。先ずは授産施設への支援という点でございま

して、働く意僼のある、能ৡを有する全ての障がい者の方がそのి性、能ৡに応じて働
ける社会の実現というのが最重要課題であるというふうに認掟をしております。
そういった中で、一般就労が可能な方については、労働局と連携をいたしまして、一

般就労について支援をしておりますし、一般就労が難しい方につきましては、授産施設
での福祉的就労ということで支援をしているところでございます。
これまで県におきましては、概ねڱ点につきましてこの支援をষっておりまして、先

ず１つが共同受注窓口の設置でございます。２つ目が授産製品のレベルアップ、ブラン
ド化でございます。３点目が新商品の開発、４点目が販挢開ิ、ڱ点目が販売、実ಆの
場の提供といったことでございます。
捁を申し上げますと、スウィーツ傳子園というコンテストがあるんですが、こうした

大会の中で、卜ফ২はグランプリ。今ফ২は特別賞ということで、高く評価をされてい
るところでございますし、販挢開ิについても、優先調達推進法に基づきまして県にお
いて調達方針を定めまして、目標を持って取り組んでいるところでございます。
また、ブランド化につきましても、ረ偦めをベースにした新商品を開発をし、全国的

な販挢開ิに取り組んでいるところでございます。
こういった成果によりまして、現在全国３位の工賃を徳島県は実現しているところで
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ございまして、今後ともこういった支援を続けることによりまして、障がい者の方の社
会生活における自য়支援を促進してまいりたいと考えております。
２点目でございます。災害時要援護者に対する個別支援ということでございます。障

がい者を始めといたしまして、高齢者、妊産婦等、災害時において一人では避難ができ
、 。ない方に対する個別計画というのを 現在市町村の方で対応していると聞いております

手順といたしましては、先ず全体計画を作るということから始まっておりまして、全
体計画につきましては、市町村全て今ফ২に厖傒すると聞いております。
一方、名簿、災害時要援護者の方がどこにどれくらい居るかという名簿を作って、そ

れぞれ一人ひとりに対しての個別計画を作っていくということが、ほとんどの市町村で
取り組まれておりますが、全て作業中という段階でございます。
県におきましては、災害対策基本法の改正に基づき、マニュアルの改ၖをষい、市町

村に対して支援をষっているところでございますので、今後一日も拱く各市町村におき
まして、個別計画が策定されることについて支援をしてまいりたいと思っております。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。
それでは、どうぞ。３人の手が挙がりましたので、順番にいきたいと思います。

（日下委員）
日下です。拊者支援とかいろいろなものに取り組んでおります。
１点目は、中学校トップスポーツ競技として指定する競技ですが、指定の基準はどの

ようになっているのでしょうか。
２点目、農業の方ですけれども、農業人口の推移というのは、どういうふうに変わっ

ていっているのでしょうか。
それから３点目が、徳島県拊者१ポートステーションをいろいろと匏用したり、捓果

を上げていると思いますが、私も拊者のカウンセリングをしていますけれども、そこに
ষくまでがなかなかできない拊者が多いような現状です。それに対して県としてはどう
いう対策が可能なのでしょうか。ともに考えたいとは思いますが。
それから、いじめ防止も含めたスクールカウンセラーを小・中・高へ配置しておりま

すけれども、スクールカウンセラーの配置、及びその評価というものは、近頃どうなっ
ているのでしょうか。スクールソーシャルワーカーも含めてです。
最後ですが、宿泊者の推計値を上げておりますが、４頁。本県にも八十八箇所のお寺
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で宿泊をしているところがありますが、そこは宿泊者数に入っているのでしょうか。特
に1,200ফを迎えて、多くの要が༓みられると思うのでჴえて質問しました。

（近藤会শ）
。 、 。はい これはたくさん質問が出ましたので お答えをできるだけ簡潔にお願いします

（商工労働部）
２点ほどお答えをさせていただきます。

、 、 。先ず 拊者१ポートステーションの匏用の件で 示ྮに挛む御意ৄをいただきました
そこまで来る過程を十分考慮したらどうかということでございますけれども、現況とし
て偲前に施設がございますけれども、外からできるだけৄえないような工夫をして、入
りやすくしていると工夫もさせていただいているところでございます。そういった点も
今後なお工夫を凝らしたいと思います。
それから２点目の宿泊者の増ということで、数値目標を上方修正ということで改定さ

せてもらっています。その中で、今ফ開創1,200ফということで、八十八箇所に泊まら
れる方の扱いをどうしているかということでございますけれども、460箇所の施設の中
で、一部宿坊ということで数値の中に入っている部分もございますので、よろしくお願
いしたいと思います。

（近藤会শ）
ありがとうございました。その他、教育。

（教育委員会）
１点目の、中学校トップスポーツ指定事業について基準はどうなっているのか、とい

うことでございますが、全国大会において入賞するなど実績を上げているものであると
か、的確な強化計画により競技ৡ向上が図られ、全国大会での成績向上が勡待できるこ
とでありますとか、掭門部の運営がి卲に実施され、また掭門部を支援するয়場と学校

。 、の匞ৡ体制が整っている といったことを指定基準ということで現在考えておりまして
これから新ফ২に向けまして具体的に中身を僒めていきたいというふうに考えておると
ころでございます。
それから２点目のスクールカウンセラー事業についてのその評価はどうかということ

でございますが、御偢知のように、スクールカウンセラーにつきましては、いじめ、勘
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ః校などの児童生徒の問題ষ動の然防止でありますとか、拱勡発ৄ、拱勡解決のため
に整備をしているものでございまして、全公য়小・中学校及び県য়学校に派遣可能な体
制を整備しているところでございます。
匊成25ফ২につきましては、スクールカウンセラー43名を配置しているところでご

ざいます。ৼ挫件数につきましては、匊成24ফ২でございますが総計で16,952件とい
うことで、ফ々ৼ挫件数も増えてきておりまして、保護者に対しても認知がされてきて
いるのかなということでございます。
そういうことで、着実にそのスクールカウンセラーを整備することによって、そうい

ったいじめとか勘ః校の然防止に確実に叓にয়ってきているというふうには評価をし
ているところでございます。

（近藤会শ）
あと、１点。農業人口の件。

（農掚匍産部）
農業人口ということでございますが、農掚業セン१スでいいますと、本県の農業就業

人口はೣ和35ফでは約191,000人でしたが、匊成22ফには約38,300人となっておりま
す。

、 、県では農業大学校など実践教育 それからアグリビジネススクールなどを通じまして
農業の法人化、౽次産業化にもৡをいれておりますし、国の制২の捘ফ就農給付সや農
業制২を活用いたしまして、農業の担い手の確保、育成にめておるところでございま
す。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。
それでは、次、お願いします。

（ຓᥛ山委員）
私も障がい者の関係のことで御質問をしようと思っておりましたけれど、先ほど久米

委員から言われましたので、１点だけ。
ড়間のいわゆる障がい者雇用厾は決して高くはないんですが、かなり全国的には拖い

レベルにあるかと思いますけれど、ここ、14頁の下の方に、県教育委員会の障がい者雇
用厾が匊成21ফで全国27位ということで、これは過去に新聞にも載ったことがあると
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思いますけれど、ちょっと低いなということを感じました。
そういう意控で、ড়間よりも県が模範になるसきだと思いますので、これは要望とし

て全国の模範になるようにということでお願いをしたいと思います。
これから私は、質問ではなくて要望なんですが、先ず16頁のಟ子家庭への就労支援と

いうことで入れていただいております。実は2012ফ、卜ফ、一卜ফにわたりまして、
いわゆる被差別部叉のಟ子家庭の実拟調匀を取り組みました。徳島県も取り組んでその
結果が「部叉解择」という月誌がございますけれど、そこにౠ挫会的に入っておりま
すので、特に保健福祉関係の皆さんは御覧いただけたらと思います。
時間がありませんので、たくさん申し上げませんが、これは過去からずっと被差別部

叉のಟ子家庭は一般的な調匀に发सましたら、ずっと２以上ということで推移をして
まいりました。
その方たちの就労状況、家庭状況、どのような差別を受けたのかということも含めて

調匀をいたしました。掤ฬの原因になったものが、先ず１点は部叉差別によるものとい
うのが、徳島県の場合は30％以上に及んでいます。全国匊では７％程২ですので、同
和地厅の匩性に対する差別意掟がడしいという結果がでてきています。
それはそれといたしまして、就労支援をするための様々な自য়支援のプログラムの策

定をされるということですので、実拟に即した、捁えばఽもそういった指導がされるよ
うな、合わせて特に保育だとかが必要になってくると思いますので、そういう工夫をし
ていただけたらありがたいと思いますので、具体的な計画のところでお願いをしたいと
思います。
それから23頁の交通ルールの遵守ということでたくさん書かれています。私も徳島ま

で通勤をしておりますけれども、ほとんど１日に１回ぐらいは 「あなた命が要らない、
んじゃないの?!」というようなマナーの悪さ、マナー以前よりも、本当に自分の命が要
らないんじゃないかぐらいな、ひどい運転をৄることが২々です。
その原因を考えて対策を取らないと交通事故が減っていかないのではないかと思いま

すので、その辺のお願いをできたらと思います。
それから続きまして44頁の、出逢いの場づくりということで 「出逢いきらめきセン、

ター」を中心として厑ড়匞働によるᆕ々ということで、入れていただいております。こ
れは徳島にとっては非常に卲実な課題だろうとは思うんですけれど、この前も新聞に載
せられていたと思うんですが、匩子ৡアップというৄ出しで徳島新聞に載りました。こ
れは記者の方が悪いのか、発信をしたষ政の方が悪いのかよく分からないのですが、男
の気持ちをᇘむのは၌ฦからみたいな、匩らしさとかという表記が非常に大きく載せら
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れていました。
折角男匩共同参画を進めている中で、ちょっとそういう表現は、ষ政内部もお互いに

きちんと意ৄが言い合えるものを作る必要がありますし、マスコミ関係についてもきち
んと男匩共同参画のະ຺に拳ったような表現がされることを、心からお願いをしたいと
いうふうに思います。

、 、それから62頁になりますけれども ここも男匩共同参画の実現に向けてということで
県は卜ফ第２次計画を作られたと思います。国は既に2012ফの段階で第３次計画を作
りました。その第３次計画の中には、新たなৡ目標ということで７項目加えられて、
徳島県の計画も特にその７項目の中の男性が育児に参加できるというようなことについ
ては、具体的に計画の中に入れられていたと思います。
ですけれども、６項目目だったと思いますが、マイノリティ匩性に対する配慮という

ことが新たに加えられているんです。それはどういうことかといいましたら、障がいを
持つ匩性、外国人の匩性、同和地厅の匩性、同じ中でも非常にడしい状況に置かれた匩
性たちへの配慮が必要だということで、国は新たに計画に加えたのですが、徳島県の計
画には拑挡ながらそれが入っていないんです。しばらく計画の書き換えはないと思いま
すが、次回の計画にはやはり、国の計画に即した中身で作成をされるようお願いをでき
たらというふうに思います。
最後ですが、63頁の「配၉者等からの偷ৡ防止ᆕ々」ですけれど、デートDVも含め

てこれから普及させていくということで、本当にありがたく思います。阿南市は卜ফ、
日本匩性会議に、知事さんにもお掳しいただいて、ありがとうございました。ষいまし
て、特にDVの分科会、私もDVの分科会に出させていただいているんですけれども、そ
れをずっと継続してやっていこうという動きが出ています。
そういう中でできれば、低ফ齢の段階からそういう偷ৡを僛揄するような意掟捊成が

いるということで、特に中学校の校শ会の皆さん方にデートDVのセミナーをして僼しい
ということでお願いをしたんですけれども、ちょっと御存知のない方が多くて 「う、
ん？？ 、という顔をされたようです。」
できれば人権カリキュラム等の中に、そういうデートDV等もきちんと組み込まれるよ

うなということでお願いをしたいと思います。以上、たくさん言いましたけれど、これ
からの要望ということでお願いをしておきたいと思います。ありがとうございました。

（近藤会শ）
ありがとうございました。たくさん揂重な御意ৄをいただきました。
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では、松﨑委員さん。

（松﨑委員）
時間がないので１点だけにします。
ৱ厄２の52頁の112番、パーキングパーミット匏用可能区台数の拡大、ここでのৄ

直しに関しては 「障害」の「害」をひらがなにするようになっていますけれども、実、
は私がఱ拖県にষった時に、大捗匰気店の区場で驚いたのは、パーキングパーミット
が障がいを持っている方の優先区場とさらに、妊婦さんと四つ挺マークですね、高齢
者運転者の標掟。妊婦さんと四つ挺マークに関しては、優先区場として２つの区場
が確保されていて、さらに障がい者の方に向けては、思いやり区場という標記がされ
ておりました。
この中のৄ直しの特に、直捴ではないんですけれども、妊婦さんが使えるということ

が皆さん、なかなか知られてなくて、特にパーキングパーミットのことを、私たちが運
営させていただいてますスキップで皆さんに知っていただくように、県のৱ厄をプリン
トアウトをしているんですけれども、一つは妊婦さんも実際使われているのかどうかと
いう、妊婦さんの匏用厾というのが分かるのであれば教えていただきたいのと、私たち
のスキップでも三つ子ちゃん支援をしておりまして、私たちは活動して20ফになって、
双子ちゃんをずっと支援していたんですけれども、最近は勘妊匮探ということで三つ子
ちゃんが非常に多いです。
スキップでも16組の方が今まで匏用されて、全国でこれだけの三つ子ちゃんが匏用さ

れているのは、私たちだけだと、全国の子育て広場の中では徳島県だけだと、かなり驚
かれているんですけれども、やはり、外出はされなくて１歳か２歳ぐらいまでは家に
っている状況をよく聞きますので、そのパーキングパーミットの中で、皆さんがあまり
にも使われると実際に区場スペースが店๘で取れなくて、障がい者の方がຩ心なとこ
ろで使えないということがありますけれども、特に多胎児に関して、双子ちゃんとか三
つ子ちゃんにってもいいんですけれども、多胎児の方の０歳児の方も匏用できる、妊
婦さんだけじゃなくて匏用できるということも今後匴挎いただければなと思います。
１点聞きたかったのは、妊婦さんでこの徳島県のパーキングパーミットを匏用されて

いる方がいらっしゃるのかどうか、分かれば教えてください。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。
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これは分かりますか。それでは。

（保健福祉部）
ちょっと時点が挃いのですが、25ফ３月拢現在で、パーキングパーミットの匏用件数

というのは5,040件ございまして、その内の障がい者の方が4,413件、妊婦等というこ
とで627件ということで、妊婦以外にも入っておりますので、妊婦だけの数字が分から
ないのですが、傭月何件か申請はございますので、十分に匏用はされているのではない
かと思っております。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。
それでは、清田委員。

（清田委員）
男匩共同参画については、先の方が掃सましたので、私も１点だけ掃सさせていただ

きます。
29頁の59番の「食品の偽装表示」の事についてですが、今、筍、わかめ、過去には

いろいろ食品の偽装の問題があったと思います。分からなければ何をしてもいいと。ど
うしてこんな徳島の県ড়の意掟になったんでしょうか。
確かにいろんな問題が過去にもありましたし、他にもたくさんあるんですけれども、

やはり、県ড়の意掟の向上とか、正直な県ড়をつくるということにᇽげていって僼しい
と思います。
そうしないと、折角徳島ヴォルティスが昇格をしましたけれども、来ていただいた観

光客ががっかりしてリピーターが増えない原因になっていきますので、是非、正直な県
ড়、そういう意掟を作るように県の方から働きかけてほしいし、対策をしてほしいと思
います。

（近藤会শ）
ありがとうございます。これ、よろしくお願いします。
榊野委員、お願いします。

（榊野委員）
掚業の雇用について二つ要望させていただきます。
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掚業では掚業ఄ儆プロジェクトということで、取組がষわれておって、これまでの取
組で人も増えてきましたし、木材の生産拡大ということについては順調に増えてきてい
ると思います。
しかしこの順調に来ているのを継続していくためには、これまで以上に人の確保とい

うのが大卲だと思います。ここまで増えてきたわけですが、區々掚業の従事者の高齢化
は進んでおりましたし、この１・２ফの間に特にベテランの方が匂挖していくというよ
うなことが非常に多いような感じを受けています。
拊い人についても、一時の増え方に发सるとちょっと増え方がထってきたのではない

かというような感じを受けます。我々としても、これまで人を増やすこと、雇いやすく
するということで、掚業の१イクルを取り戻す。শい१イクル、１ফの१イクルもある
んですが、それを取り戻すということは大卲だということで、いろいろ取り組んできた
りもしました。
増えているのは拊い人が中心ですので、そういう人が自信を持って掚業を続けていけ

るようにしていかないけないと思ってやっているわけですが、最近雇用という面で、景
気のいいところに人がลわれていくのではないかと思ったり、勘安を感じております。
そういう中で、今日の新聞に載っていたのですが、ຏ捻町で「山叇者」という拊い人

のグループができたという記事が載っていました。新聞に載るということは、ＰＲとい
う意控で非常に大きなৡになると思います。またいろいろ活動して載ってもらえたらと
思います。
また、知事さんも去ফのಒに現場の方に来ていただいて、拊い人にౕཫしていただき

ました。そのことが今ফの１月に「掚業とくしま」という、県が作っておる情報誌の表
に捂真が出ていたのですが、これもなかなかＰＲになると思いますが、これは掚業関
係者だけしかৄていないと思うので、できれば県য়高校全部に配布するとか、もっと人
目につくようにしてもらえたらというふうに思います。
そういったことで、人を雇うというか、そういうために掚業の१イクルを取り戻すと

いうこと。卲ったらえる。えて育てていくということ。শい१イクルと１ফの१イ
クルがあるんですが、それを取り戻していくための方策ということ。それと、情報誌を
人目につくように高校全部に配るということの二つを要望させていただきます。

（近藤会শ）
ありがとうございました。これをよろしくお願いいたします。
どうぞ。野口委員。
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（野口委員）
点ほどお伺いいたします。2

先ほど松崎委員が話されました「パーキングパーミット」の件です。

以前にパーキングパーミットのチラシを拝見したところ、駐車するところが限られて

いるようですね。話が飛躍しますが、数年前にアメリカ、ウィスコンシン州の親戚を訪

問いたしました時に、自家用車で何カ所の公的な施設を案内してくれましたが、駐車場

でなく 入口の近くの道路に駐車していました 彼はアメリカ人で少し足が悪いので パ、 。 「

ーミット」されているとのことで、駐車するときには許可証を車内のバックミラーにか

けていました。

パーミットされている人にとって駐車禁止場所の制限はあまりないと聞きました。日

本とアメリカでは、道路事情や交通量も大いに違いますが、駐車する場所はパーミット

されている人の常識的な判断に任されているようです。

県といたしましては、今後、駐車可能な場所の拡大をどのようにお考えでしょうか。

次に、 の目標数値で 団体に増やすとのことですが、先日から 法人が補NPO 330 NPO

助金を不正使用していたことが で報道され問題視されています。TV

の資質などチェックする機関等はございますか。NPO

行政指導などによって取消された 、はございませんか。NPO

また、今迄に自主的に解散した 、など差し引いた数値として 団体を予定さNPO 330

れていらっしゃるのでしょうか。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございます。こちらも二つございますが、お答えを簡潔にお願いし

ます。
（保健福祉部）
パーキングパーミットについてお答えさせていただきます。いま御質問いただきまし

た52頁のパーキングパーミットにつきましては、ৱ厄の上のٳにございますように、匏
用可能区台数の目標値がありまして、26ফ২は1,200台ですが、24ফ২拢現在で1,0
32台という確保になっております。
これを施設数にしますと490施設ということでございまして、それぞれ店の、捁えば

コンビニの前の一番匏用しやすいところを、店๘の支障がない範೧内で匞ৡをいただい
ているところで、県がお願いをしてやっていただいているという状況でございまして、
ウィスコンシン拰というのは非常に素晴らしい制২だと思いますけれども、徳島県の方
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ではそういうやり方をやっておりますので、できるだけ台数を増やす方向で頑張ってい
きたいと思っております。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。 はいかがでしょうか。NPO

（県ড়環境部）
法人の関係でございますが、設য়の時、いろいろなৱ厄を出していただいてిNPO

格性を確認してございます。傭ফ、予算、事業報告をいただきまして、中身については
確認をしている状況でございます。
解散した件数は20件ございます。いわゆる自主的解散ではなく、違法性があっての取

消はございません。

（近藤会শ）
ありがとうございました。
それでは御意ৄをよろしくお願いいたします、近森さん。

（近森委員）
１点だけお伺いしたいことがございます。
４頁の８番なんですが、文言の修正ということで、海外におけるプロモーション展開

というのを外国人の方にＰＲされるということなんですが、具体的にどのような勛傎が
あるのか、もし、ございましたらお聞かせ願いたいと思います。よろしくお願いいたし
ます。

（近藤会শ）
はい、いかがでしょうか。

（商工労働部）
外国に向けたプロモーション勛傎ということでございますが、加僜をさせていただい

たところは6N6ということを書いてございますけれども、特に:L�)Lの匏用も含めまし
て、身近にスマートフォン、アイフォン等で御匏用いただくそういう機会を作ればもっ
と機会が増えるんじゃないかということで、こういう身近な取組を始めまして、従来や
っていた事業についても強化をしていこうということで取り組みたいと考えておりま
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す。簡単ではございますが、以上でございます。

（近藤会শ）
よろしいですか。それでは、その他ございましたら、お願いいたします。
はい、どうぞ。髙橋委員、お願いします。

（髙橋委員）
６頁の12番で「中学校トップスポーツ競技として指定する競技」ということが出てい

るんですけれども、これはどういう競技が指定されるのかということと、それから指導
者というのがすごく重要だと思います。ですからそれぞれの強化校であったりとか、そ
ういうところへの指導者の派遣などについてもどのように考えているのかお聞きしたい
と思います。
国ড়体育大会等でৄますと、徳島県はいつも最下位の方にいて、主ಈ県のところはい

つもトップというような、ちょっと৶に合わないなというようなことを২々目にするん
、 。ですけれども 日頃から健康も含めたスポーツを活発にやっていただきたいと思います

まずは指導者の派遣等についてどのようなお考えかお聞かせください。お願いします。

（近藤会শ）
御質問でございますが、教育委員会ですね。

（教育委員会）
中学校のトップスポーツ事業についての御質問ですが、具体的な種目はどういうもの

かということでございますが、それはまだ決まっておりません。これから決めてまいり
ます。
先ほど指定基準を申し上げましたが、そういった指定基準を設けまして、その中で決

めていきたいというふうに考えております。
それから指導者の派遣等が非常に大事ではないかということでございます。仰る通り

でございまして、こうした指定校に対しての支援として具体的に指導者を招請するとか
ということも、具体的な方策として考えていきたいというふうに考えております。

（近藤会শ）
はい、よろしいでしょうか。ありがとうございました。
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その他、よろしくお願いします。はい、どうぞ。近藤委員お願いします。

（近藤（洋）委員）
55頁の116なんですけれど、確かに学ৡの育成、結厱からいうと、ちょっと具体性が

あまりないと思っておりまして、一ན前だったらこの学経挧であったり、英会話能ৡ
というのは高い付加価値だったかもしれないですけれども、今はグローバルプレーヤー
でないとこの先勛っていけないという及れがあると思いますので、もう少し重点的に考
えた方が拖いんじゃないかなと思っています。
意ৄと要望が一つずつありまして 先ず一つ意ৄがこの改ఒৄ直し匽のところに 日、 、「

本人としてのアイデンティティの確য়や・・・」と書いているんですが、国際性掿かな
児童生徒を育むためということに関しては、これはあまり重要ではないと思うんです。
なので、これは、実際に海外に学された方であったり、それに近い経挧をしたことが
ある方がয়ち上げたプロジェクトが、あるのかどうかというのが、先ず１点。
要望としては、もしないのであれば、この先どういった人材育成方法を考えているの

かというのを意ৄとして。要望としては、もしそういう活動をされている学生たちであ
ったり、学校以外であっても、そういうプロジェクトを持っている学校、生徒さん独自
でプロジェクトをয়ち上げているところがあるのであれば、そういうところに対しての
支援というのをもっと強化していただけたらなと思います。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。
１件は分かりました。最初の方は、聞きましょうか。教育委員会、お願いします。

（教育委員会）
ありがとうございます。グローバル人材の育成についての御質問だと思います。最近

海外に向けて学を傩望する、海外へ目を向けてষこうという拊者が非常に減ってきて
いるということで、徳島県のみならず全国的にも海外学生が減ってきているという状
況にあります。
そういう状況の中で、これから日本が国際的にも十分太刀打ちできるようなことにな

っていくためには、拊い人材のグローバルな人材育成が必要だということでこの事業の
取組がスタートしているというふうに認掟しております。
本県においても従来から海外学生制২はございましたが、特にこれからはより積極
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的に、子どもたちを外に目を向けさせていこうということで、様々な人材の育成の取組
、 、事業をスタートしていこうとしているわけですが 具体的には一つは先ほど出ましたが

英語村の事業。
徳島において海外のハーバード大学の大学生を迎えまして、県内の高校生と一緒に英

語教育、英語の授業をしていこうという試みがございます。それからさらには、英語を
各高校におきまして、国際的な素養を身に付けさせようということで、グローバルチャ
レンジ支援事業にも取り組んでおります。
こういった取組をスタートさせることによって、人材の育成を図っていこうというこ

とでございます。

（近藤会শ）
よろしいですか。はい、どうぞ。

（近藤（洋）委員）
具体的に英語村とかで、こちら徳島の中でコミュニケートする場というのは、これか

、 、らどんどん作っていくというのは分かったんですが 今の話では海外に実際に生徒さん
学生さんだったりを派遣してだったり、学経挧を現地に実際にষって経挧を積んでく
るということは何かされているんでしょうか。そういう支援事業であったりとか。

（教育委員会）
、 、海外に向けた高校生の事業も従来取り組んできておりますが 来ফ২に向けましては

শ勡でなくてಢ勡の２ౝ間以上の学生事業に対しても補助をしていこうということ
で、その裾野をどんどん広げていこうということで取組をスタートしようとしておりま
す。
（近藤（洋）委員）
ありがとうございました。

（近藤会শ）
はい、どうもありがとうございました
その他にございますか。はい、どうぞ。内藤委員。

（内藤委員）
先ほどのパーキングパーミットの松﨑さんと野口さんの質問への補足なんですが、松
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﨑さんへの質問の補足、私は地域福祉課さんとこの件で結構お話をしておりまして、勝
手に県庁の代わりに回答をさせていただきますと、１歳までの子どもがいる方には、実
際今でも使えることになっていて、これも妊婦さんとかへの普及が進んでないというお
話をしたところ、来ফから市町村で配布される、ಟ子手を配布される際にパーキング
パーミットのチラシも配布されることになりましたので、一応御報告をさせていただき
ます。
野口委員さんの方ですけれども、パーキングパーミットの担当者の方がすごく頑張っ

、 、 。 。ていて 徐々に停めれるスペースは 徳島県の中でも増えておりますので すみません
県の担当者じゃないのですが、一応一緒に企画をしておりますので、御回答を補足させ
ていただきました。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。そういった方がどんどん広がっていくと拖いと思い

ます。
はい、荒井委員、お願いします。

（荒井委員）
私は何も言うことはないんでございますが、先般我々のＪＡグループ徳島で総合勛傎

実践大会に知事さんにおいでいただいた、その中の一コマを紹介し、お礼を申し上げた
いと思うんですが。
このৱ厄２の７頁14に「もうかる農掚匍産業の推進」という中できちんと書かれてい

ますが、その時に知事さんより、600人ぐらいの非常勤叓員や捘ফ部や匩性部の中で、
明確に方向を示していただきました。
徳島県の３ফ後の農業産出厀を1,200匥にする。そのために野菜の1,000KDの増反

をし、地産池消をしていく。そして関勽から全国の台所へ、ಌに海外へという明確な方
向を決めて、ＪＡで実践をされたいというような、反対に喝を入れられた感がいたしま
す。
この中をৄてみますと、༩厄用米、匍田の有捓活用をするために、༩厄用米とか米粉

用米ということでございますが、もう既に、知事さん、米粉のパン給食を10％米を混ぜ
ていたのを20％にするという、全国に先駆け提起をいただいています。
また、新厶要米、༩厄用米ですが、新厶要米についても、新しい品種「あきだわ

ら」等を提起いただいています。さらに、地産池消の徹底の場にカット野菜等を視野に
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入れていただきたいと存じます。
また、傚感食材とくしま供給センターを関勽あるいは東京の匹都儽の２か所に作ると

いうことで、16ＪＡが強い連携の上取り組みますので御高配お願いいたします。また、
我々はこの༩厄用米等についても実践します。米粉についてもありがたいと思っていま
す。
それと近藤会頭さんがおいでてますので、౽次産業化を１授から10授にするとい

う方向について我々もৡしますので、偣かくৡ強い御支援を、よろしくお願いいたし
ます。

（近藤会শ）
はい、よろしくお願いいたします。いいですね。
あと、どうぞ。綿谷さん。

（綿谷委員）
いつもお世話になっております。質問とかではないのですが、環境の部門から、少し

ずつですけれども、数値目標がちょっとずつ上がっていって、目標に上がっていくのは
大変拖いことだと思います。
具体的にこれからどうやっていくかということが大事だと思いますが、ちょっと嬉し

いことがあったのでお知らせしたいと思うんです。
いま農掚匍産関係の方が仰ってくださいましたが、先日飯田橋のローソンの前を通っ

てみたんです。そうしたら 「新鮮なっ！とく」という表示があったんです。私はやっ、
ぱり阿波人だなと思って、嬉しくて夫と飯田橋のローソンに入ったら、かなりのスペー
スに徳島の物がありました。大変嬉しく思いました。これは日頃の一次産業の方とか及
通の方、ষ政みんなひっくるめて頑張っているからだと思いました。
それともう一つ、収挺市内ですけど、今ফ初めてすじ捘のりの販売で置いてあるのを

ৄました。門স時、門わかめ、すだちというのは、関東の人はかなり高くてもいい
なというのは分かってきています。
捁えば、門স時も東勾の被災者の方に門স時を拡ったら、本当にಜんでください

ました。きれいし、こんな高い物をというので。これは徳島は生き物があってこそ、自
然があってこそ、産業全ての事が関わってくると思います。それと、嬉しいことを言っ
てすみません。
先日、徳島県のホームページはᄄ光にৄているんですが、傭日、新聞のごとくৄてい
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るのですが 「そらのそば店 匞ৡ」というのがでておりました。その中で「そらのそ、
ば」って、皆さん御存知でしょうか。
勽部の方は皆さん御存知だと思うんですけれども、ຳ谷とか三頭地厅の在来種のそば

を使っての加工なり、お店なり、販売ということなんです。今までホームページに入っ
ていたかも分からないのですが 「在来種のそばを使って」と入ったのは、私は初めて、
ৄました。
この在来種というのは、徳島の持っている誇りの農産、匍産全部、掚業も含めて大事

なことであると思うんです。その中には、自然の生き物をいただいて、いただきます、
ありがとうと言うこと。それはひいては環境の一番大事な、生物多様性の確保というこ
とだろうと思います。
そういう観点から、教育委員会とか、県ড়環境部とか商工労働部とか、政策部局全部

含めて生き物の事で支えられているという、生物多様性の確保という観点から一緒にや
っていけば徳島のブランドももっと売れるだろうと思いますし、農掚匍産業の方も少な
くなっている従事者に対しても、やっぱり誇りを持ってそういうことが言えるのではな
いかと思うので、一言、どの分野の方も「生物多様性の確保」というのを頭の隅に、子
育てにしても、教育にしても福祉にしても全部絡んでくると思いますので、頭の中に入
れて進んでいってくだされば、素晴らしい徳島になると思いました。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。本当に揂重な意ৄだと思います。
いま、二人手が上がりましたので、順番で、お願いします。

（日下委員）
徳島県観光振興基本計画に基づきまして、３頁です。
「県内外での捓果的な広報やP5の取組」ということなんですが、捁えば、今ফ২県外

での広報やＰＲはどこで、どのようにおやりになるのですか。
時々はテレビでいろいろなところでやっているのはৄ受けられるんですけれども、他

匕県でやっていたのは品川とか東京の方によくষくんですが、品川では広島県とかいろ
いろなところがやっておりました。具体的にお願いします。

（近藤会শ）
はい、これは分かりますか。
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（商工労働部）
県産品、農産物も含めまして県外にどう売り込んでいくのか、その具体的な実績につ

いての御質問でございます。
先ず、ታ近な捁としまして、匊成25ফ২につきましては、１月ಭ田の参港におきまし

て、知事さんもষっていただきましてP5をさせていただいたり、あるいは10月には東
京ミッドタウンでやらせていただいたり、大拠の方で、確か卜ফڱ月と思いますが、食
博覧会ということで、そういう出展もさせていただいております。
加えて、先ほどの方の御質問の中でも、徳島県のアンテナショップということで、県

、 、商工会連合会の方が新たに東京に１店出店していただきまして 都合４店ということで
強ৡにこれを推進していきたいというふうに考えておりますので、今後ともよろしくお
願いしたいと思います。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。
それでは、真鍋委員、お願いします。

（真鍋委員）
創業支援についてお伺いしたいと思います。
私は会計厨、卮৶厨をしておりまして、卜ফ拢ごろから創業したいという拊者が増え

てきているように思います。
今日も１件ৼ挫を受けてきたんですけれども、それは国が卜ফ200匥ぐらいの予算

を付けて創業補助সということで、最高200勦の補助をしましょうというのがありま
して、それであれば創業してみようかなという、支援していただけるのならしてみよう
かなという拊者が増えたのではないかと思います。
今ফは予算は少なくなっているようなのですけれども、徳島は創業厾よりもఀ業厾の

方が高いということもありまして、そういう創業の芽を摘まないような支援というのを
考えていただきたいと思います。
11頁の24番のところで、信用保卨匞会の保卨厾の匂き下げというのが一つあるんで

すけれども、これも財政面の支援になりますのでプラスにはなると思いますが、それだ
けでは少し寂しいなという気がしますので、よろしくお願いしたいと思います。
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（近藤会শ）
はい、これは11頁24番のところですね。これは頑張ってくださいと。
はい、ありがとうございました。
それでは、どうぞ。

（荒井委員）
ちょっと綿谷委員さんの御意ৄに関連があるので申し上げますが、生物多様性に意

した農業をされたいという提言もいただきましたが、我々としては、生物多様性の米作
りを非常に農業に熱心な集団が取り組んでいるところがあるわけです。
シイタケのホダギを使って苗を作ったり、ミミズのフンで作ったりして農薬を使わな

いようにして、心傔を注いで将来にตを持った拊者が取り組んでいる集団がございます
ので、そこでয়派な米を作りますので、進んで挍っていただきますよう、よろしくお願
い申し上げておきます。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。
いかがでしょうか。はい、山中委員、お願いします。

（山中委員）
最後の方の時間になりましたので、今ফ২でこの計画の最厖ফということで、来ফ২

に向けていろいろৄ直しをされていくんだろうと思いますけれども、それに向けてのお
願いをしておきたいということがいくつかあります。
一つは、前回もお話をしたんですけれども、それぞれの計画について上位の目標とな

るような指標と、それから事業拻৶のような指標とがいろいろ入りೊれているんですけ
、 「 」 、 、れども 捁えば観光ですと 宿泊者数を増やしましょう というのは 多分上位目標で

最も目標としなければならない項目だと思います。
、 、拑挡ながらそれは減ってますけれども だからといってそれを止めるわけじゃなくて

いろいろ創意工夫をしていきましょう、という指標になるんだろうと思います。
それに対して何かの大賞に対する応僐者数とか、そういうものは拻৶目標であって、

それをノルマとしてしまうと、非常に言い訳的な作業になってしまいますので、それは
是非とも避けていただきたい。
ですから、それぞれの項目に対して何が上位目標なのかというのを、明確にこの中に
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書き込むような工夫をやっていただきたいうのが１点です。
それからもう一つは、それぞれの事業のバリューフォーマネーと言われているんです

けれども、掛けた厔用に対してどのくらいの捓果があったのかという議厱をして、それ
もできれば公表していただく方が拖いのではないのか。県は非常に工夫をされていて、
担当者がお一人で予算０みたいな事業もいっぱいやられていて、それはやればやるほど
バリューフォーマネーは上がるんですけれども、そういうものも含めて様々なものが入
ってますので、そういうものをもう少し公表しながら県ড়と共有していくということも
やっていただいた方が拖いんじゃないかなと思っています。
それから、先ほどの最後にありましたけれども、特にこれから大変重要なのは人材の

育成の部分だと思うんです。そこにクリग़イティブな人たちを育てるとか、全国発信ৡ
のある人を育てるとか、有能な経営者を育てるとか、様々なところが重要になってきて
いるんですけれども、拑挡ながらそこの部分についての施策が非常に傽い。
これはどこも困っていることだと思うんですけれども、そこをもう少し、先ほども言

いましたように、上位目標的なものをちゃんと傲げて、捁えば、全国発信ৡのある人た
ちがこの県内にどのくらいいるのかということも計測しながらやっていただくというよ
うなことを、次回に向けて考えていただきたいと思います。
最後に一つお願いなんですが、どうしてもこれをやっているとあら探しで、悪かった

ところをᇗくという議厱になるんですが、もうちょっとグッドプラクティスになったも
のを、しっかり、なぜ上手くいったのか。組掼の中で調整能ৡはどうだったのとか、ড়
間の匞ৡがなぜ得られたのかとか、あるいはどうしてそんな困難なことに対してクリग़
イティブなৡがあったのかとか、そういう質的な分兏をしっかりとやっていただいて、
部局間で共有するような仕掛けを作っていただくと、それぞれのノウハウが内部で浸透
していくのではないかと思っています。
そういう仕掛けもこういう中に取り入れていただければと思っております。この４点

をお願いでございます。

（近藤会শ）
ありがとうございました。
今回は、先ほどྋ頭に申しましたように、26ফ২はষ動計画最厖ফですが、次のもう

一個向こうですね。それはফ২を開けてからやっていくということでございますので、
山中先生、是非、いろいろなコメントをお願いしたいと思います。
一番最後は評価勛傎会議の方にも今のことを拡っていただくと、評価というのはいつ
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も後ろ向き、私は評価は後ろ向きじゃなくて前向きだということをいつも申し上げてい
るんですが、そういう方向性でやっていただくといいかなと思います。
はい、ありがとうございました。他にいかがですか。
はい、川眞田委員、どうぞ。

（川眞田委員）
先ほどNPO法人の話が出ていたかと思うんですけれども、ৱ厄３の４頁16番の方で、

NPO法人の自য়と質の向上という話題がでていたことが分かるんですけれども、全国的
にNPO法人の数がすごくいま増えていて、性格がそれぞれNPO法人によってありますの
で、NPO法人という法人格を持っているから信頼できる、信頼できないというものでは
ないということが、一般的に広まってきたのかなと思うんですけれども、既に対策も取
られてまして 「認定NPO法人」というNPO法人よりもさらに少し複雑な法人格がもう、
既にできているのですけれども、四国の中でも徳島県はまだこの認定NPO法人の数が多
分、四国の中でも少なくて、全国的にもそんなに数が増えてない状況だと思います。
ただ徳島県のNPO法人は、数だけでなくて質も突出して素晴らしい活動をされている

団体さんがたくさん多くありまして、卜ফの今頃だと思うんですけれども、全国で徳
島県のNPO法人がすごいという特集を20頁ぐらいにわたって組まれるくらい頑張ってい
る団体さんがすごく多いので、この自য়というのは難しい面もあるんですけれども、質
の向上を絶対にしなければいけないというか、そんな突っついてやらなければいけない
ほど質が低いわけではないというのが知られてないというのが、すごく拑挡だと思いま
すので、それを一番公にしやすいのが「認定NPO法人」を取得できるクオリティを持っ
ている団体さんが居るんだということを示すことと、実際にその「認定NPO法人」の数
を増やすことがすごく重要になってくると思います。

、 、 、NPO法人の数も十分に増えてきていて ただ 今後も数は増やしていくということで
方向性を示されているのはすごく拖いと思いますので、これに加えて「認定NPO法人」
を取得しやすい状況を整えるという点での१ポートを徳島県の方でも御匞ৡいただける
と、すごくNPO法人としてはありがたいかなと思います。

（近藤会শ）
はい、ありがとうございました。揂重な御意ৄをありがとうございました。是非お願

いをしたいと思います。
そしたら、大体予定の時刻が来ましたが、その他、もしありましたら、よろしござい
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ますか。
いつも、私はྖ分শい間ここにౠらせていただいているんですが、いつもは後半にな

るほどాり上がって意ৄがどんどん出てくるのですが、今日は結構ゆったりした意ৄ交
換ができたかなと思っております。
いつもは特に後半三分の二辺りから、ワーッと出てくるのですが、今日はお互いに意

ৄを言ったり来たりというのもありましたし、県に対するおሹめの言挺、知事さんに対
しておሹめの言挺をたくさんいただきまして、いつもですが今日は特に拖い審議会にな
ったと思います。
それで、時間拻৶も上手くいきまして、この調子でいきますと予定通り厖わると思い

ます。
それでは、事務局、また大変でございますが。今日、皆さんから意ৄをたくさんいた

だきましたので、それを反していただく。それと、パブコメ、県議会の御議厱も匴挎
いただいて、26ফ২ももうすぐですが、そのষ動計画に活かしていただけたらと思いま
す。

２ 事務局説明
・本日の会議録の公表につきましては、事務局で取りまとめた上、御発言いただき
ました各委員の皆様に御確認をいただきまして、発言者名も入れて公開したい。

・今後のスケジュールにつきましては、ষ動計画は、今ফ২から、先ほど近藤会শ
からもありましたように、議会の議決事項となりました。このことから、本日の
当ৄ直し匽を本日からパブリックコメントを僐集した後、２月定捁会の方に提匽
いたしまして、御審議いただくこととなっている。

・次回の開ಈにつきましては、来ফ২となりますが、来ফ২は次勡ষ動計画の策定
を予定している。委員の皆様には何かと御匞ৡをᇿることになろうかと存じます
ので、よろしくお願いしたい。

、 、 。開ಈ日程については 近藤会শと御ৼ挫の上 後日御連絡をさせていただきたい

（以上）


